


現代の「山の神」と呼ばれる、順天堂大・今井選手、東洋大・柏原選
手、青山学院大・神野選手たちが登場する遥か昔、戦前の時代に、山
の神の元祖ともいえる「箱根の職人・宮ノ下の勇者」と語られる走り
を残した伝説の選手がいました。
日大の箱根駅伝選手として初のオリンピック代表となった鈴木房重
（すずき ふさしげ、1914年-1945年）がその人です。
鈴木選手は、日大在学時の1935年（昭和10年）から6年連続で5区
の走者として箱根駅伝に出場し、2年時から3年連続区間賞を獲得
するなど活躍。第16回大会（1935年）からの日大4連覇、第21回大
会を含めて5度の総合優勝に貢献しました。
とくに4連覇中の活躍はすさまじく、4大会とも2位で襷を受けた後
に逆転で首位を奪い、往路トップでゴールしています。
日大は4連覇後の第20回大会（1939年）こそ惜しくも総合2位とな
りますが、翌年の第21回大会（1940年）には10区間中6区間で区
間賞を奪う圧倒的な強さを見せ、5度目の総合優勝を果たしました。

4連覇の幕開けとなった初優勝は、当時全盛期だった早稲
田大学の3連覇を阻止したものでした。往路で当時の新
記録となるタイムで引き離し、復路でも全員が踏ん張って
差を広げ、総合でも新記録で優勝を果たしました。
翌年以降も連勝し史上初の4連覇を成し遂げますが、はじ
めの3勝はいずれも2位となった早大を、復路で一度も首
位を譲ることなく突き放す展開となりました。
当時の日大は、山で首位を取り、復路に他校が手薄な区間
で突き放し優勝というパターンが確立していました。選手
全員の活躍があったのはもちろんですが、鈴木選手がそ
こで欠かせない役割を果たし立役者となっていたのは言
うまでもありません。
鈴木選手は箱根駅伝での活躍以外にも、第16回大会後
の3月に行われたベルリンオリンピック予選大会で当時世
界最高記録を出し、男子長距離日本代表となりました。
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青山学院大学
駒澤大学 
東洋大学 
明治大学
早稲田大学
東海大学
城西大学 
中央学院大学 
山梨学院大学 
大東文化大学
日本大学
帝京大学
日本体育大学
順天堂大学
神奈川大学
拓殖大学
法政大学
中央大学
東京国際大学
上武大学
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8年連続　21回目
50年連続　50回目
14年連続　74回目
8年連続　58回目
40年連続　85回目
3年連続　43回目
13年連続　13回目
14年連続　17回目
30年連続　30回目
4年連続　47回目
4年連続　86回目
9年連続　17回目
68年連続　68回目
5年連続　57回目
6年連続　47回目
3年連続　37回目
2年ぶり　76回目
87年連続　90回目

初出場　　　
8年連続   　8回目

オープン参加関東学生連合
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大学名 出場回数 優勝回数

第92回東京箱根間往復大学駅伝競走出場校

日本大学箱根箱根のの
伝説伝説

第16回大会（1935年）／先行していた早稲田・渋谷選手をかわし、雪の箱根路をトップで快走、
往路新記録でゴール。

第17回大会（1936年）／早稲田をかわしてトップに立つと、2位に5分10秒差をつける区
間賞でゴール。

第18回大会（1937年）／3区・4区と首位だった明治・佐藤選手を宮ノ下付近でとらえて逆転、
2年連続となる区間賞の走りでみるみる差をつけた。

第19回大会（1938年）／明治より3分3秒遅れで小田原を出発。芦ノ湯付近で先行する明治・佐
藤選手を2年連続で抜き去り、3年連続の区間賞。

初優勝した1935年に撮影された1枚／本学の戦前期最強連覇時代の主人公となった方々。前列向かって一番
左が鈴木房重選手。前から2列目左から3番目が初代監督の丸三郎先生。その右隣の初代箱根駅伝優勝旗を持
つのが、後に本学駅伝コーチ、監督、関東学連会長を歴任した森本一徳先生。

19351935

19361936 19371937 19381938

日大、史上初4連覇と、
伝説の「箱根の職人・宮ノ下の勇者」
日大、史上初4連覇と、
伝説の「箱根の職人・宮ノ下の勇者」



陸上競技部 特別長距離部門監督

小川  聡

河野  真史堀込  隆 武者  由幸

アシスタントコーチ

コーチ
宮崎  貴雅

アシスタントコーチ

吉田  雅哉

コーチ コーチ

本年度のチームは今までコツコツ
と努力をしてきた選手、お互いに切
磋琢磨しあえる選手が台頭してき
たチームです。予選会をトップで通
過し、チームの雰囲気も箱根駅伝
に向け良い状態へと仕上がってい
ます。校友皆様の思いを襷に込め
チーム一丸となり闘いますので熱
い応援をよろしくお願い致します。

おぎの しんのすけ

4年荻野 眞乃介  主将
いしかわ そうま

3年石川 颯真  副主将

日本大学陸上競技部

■学部・学科／経済学部・経済学科
■出身高校／浜松日体高校
■目標・決意／今年度の箱根駅伝では、前回大会の悔
しさをバネにチーム一丸となってシード権を目指し
ます。日大の誇りを胸に、今年一年間の集大成とし
て最高の結果が得られるよう、大会当日は選手全
員が全力を尽くし闘います。

■学部・学科／文理学部・体育学科
■出身高校／佐野日大高校
■目標・決意／走りで「自分」を表現し、襷を運ぶ姿で「今年
度のチーム」を体現します。そして何より昨年繋げなかっ
た当時の4年生の心と気持ちもピンクの襷に込めて走ら
なければなりません。又、先輩方が築き上げた伝統と誇
り、プライドを守るべく、名門と呼ばれるに相応しい継走で
復権への第一歩を刻みます。応援よろしくお願いします。



復路ゴール

往路
スタート

大手町
学連指定
応援ポイント

新橋応援
ポイント

増上寺
応援ポイント

大森海岸駅
応援ポイント

蒲田翔裕園
応援ポイント

六郷橋
応援ポイント

総合新川橋病院前
応援ポイント横浜高島町

応援ポイント

保土ヶ谷橋
応援ポイント

権太坂
応援ポイント

大手町大手町

大手町読売
新聞社前
箱根駅伝記念
モニュメント

往路ゴール

復路スタート

スタート・ゴールの応援は指定場所でお願いします。
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1 区

10 区

区間記録／1時間1分06秒：佐藤悠基（東海大学） 第83回（2007年）

区間記録／1時間8分59秒：松瀬元太（順天堂大学) 第83回（2007年）
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1区 応援区長　菊池 智洋 （法学部） 緊急連絡先090-2630-2311

10区 応援区長　田中 宏司 （歯学部） 緊急連絡先090-7812-7599
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2 区
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区間記録／1時間6分04秒：メクボ・ジョブ・モグス（山梨学院大学) 第85回（2009年）

区間記録／1時間8分01秒：篠藤淳（中央学院大学） 第84回（2008年）
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2区 応援区長　庄司 晃 （神奈川県支部） 緊急連絡先090-4020-2990

9区 応援区長　島袋 洋 （生産工学部） 緊急連絡先090-2448-0725
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区間記録／1時間1分38秒：オンディバ・コスマス（山梨学院大学） 第88回（2012年）

区間記録／1時間4分05秒：古田哲弘（山梨学院大学）第73回（1997年）
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3区 応援区長　佐々木 透 （湘南桜門会） 緊急連絡先090-3220-7318

8区 応援区長　関村 具由 （生物資源科学部） 緊急連絡先080-1240-6685
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区間記録／54分28秒：田村和希(青山学院大学) 第91回(2015年)

区間記録／1時間2分32秒：設楽悠太（東洋大学)第88回（2012年）
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4区 応援区長　原 三十四 （小田原桜門会） 緊急連絡先090-8947-5474

7区 応援区長　加藤 義和 （小田原桜門会） 緊急連絡先090-2758-7176
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区間記録／1時間16分15秒：神野大地(青山学院大学) 第91回(2015年)

区間記録／58分31秒：三浦雅裕(早稲田大学) 第91回(2015年)

23.2km

20.8km

5区 応援区長　横田 純一 （経済学部） 緊急連絡先090-4050-2418

6区 応援区長　鈴木 允 （法学部） 緊急連絡先090-2130-5713

6区／朝7時よりスタート地点付近では応援リーダー部・吹奏楽研究会による応援が指
定場所で繰り広げられている。芦ノ湖をスタートし最初の4.5kmをのぼり切ると、あと
は一気に標高差840ｍの"山下り"。最速100ｍ14秒台というハイスピードでの下りは、
選手たちの足に平地の何倍もの負担を強いる。記録を狙うには残り3kmが鍵。緩やか
な下りがまるで上り坂に感じられ、時に痙攣を引き起こすほどに選手の脚力を削りとる。
往路で10分以上遅れをとると復路・芦ノ湖一斉スタートが行われてタイムが繰り上げら
れるため、下位の順位把握が格段に難しくなるので要注意。本学では第80回大会から4
年間山下りの6区を走った末吉翔選手が第83回大会で区間賞を獲得した。

5区／前回大会から函嶺洞門の封鎖に伴い、バイパスへ迂回することとなり、約20メー
トル延長されている。第82回大会より10区間で最長区間となっている。ゴール付近では
応援リーダー部・吹奏楽研究会による応援が指定場所で繰り広げられている。
コースの特徴は、標高差864メートルを駆け上がる区間であると同時に最長区間でもある。
さらに、最高点を過ぎたラスト4キロほどは下りとなり選手の足の筋肉を極限状態に追い込
む。加えて非常に気温の低い山中を走るため、平地とはかなりの温度差となる。コースは曲が
りくねった急な上り坂が続き、カーブが多いので選手のコース取りも重要なポイントとなる。

1区／大手町読売新聞東京本社を午前8時に、応援リーダー部や吹奏楽研究会の応援に見送られて一斉
スタートとなる。この１区は駅伝の流れを作る大事な区間であることは言うまでもない。そのため、各大
学とも準エース級のスピードランナーをエントリーしてくる。
コースの特徴は、新八ツ山橋と六郷橋にアップダウンがある以外は平坦なコースとなる。スタート直後に
飛び出す展開になるか、お互いに牽制しあって集団でのスローペースになるかが見所になる。いずれにし
ても18キロの六郷橋の下りを利用してラストスパートをかけて鶴見中継所に襷をつなぐ。
1区のスタートダッシュで勝負をかける。

2区／ご存じ「花の2区」。第82回大会から最長区間ではなくなってしまったが、各校ともエースが集う。
コースの特徴は、鶴見中継所から保土ヶ谷駅までが平坦なコースとなっているが、14キロ付近の権
太坂では高低差約40メートルの上り坂を駆け上がる。ここで体力を消耗するとラストで失速の危険
性も。ラスト3キロのアップダウンはこの区間最大の難所であり、2区最大の見せ場となる。第85回
大会では本学ダニエル選手が20人のゴボウ抜き記録を更新、第86回大会では11人抜きしたこと
は記憶に新しい。

3区／以前はつなぎ区間とされていたが、4区の距離が短縮されたことにより3区の位置
づけも2区と同様に重要視されてきている。
コースの特徴は、序盤は下り坂で各選手のスピードレースが展開される。5キロ過ぎの
遊行寺坂を下りきるとフラットなコースになる。また、12キロの浜須賀交差点を右折す
ると選手には正面に富士山、左手に相模湾と絶景が待っている。しかしながら、海岸線の
道は風の影響を受けやすいことと正面からの日射しは選手の体力を奪うことにもなる。
前半の下りでスタミナを消耗するとラストスパートが効かなくなることも。第82回大会
で本学の福井誠選手が10人のゴボウ抜きをしたように、この区間でも順位の入れ替わ
りが烈しく起こる。

4区／第82回大会から変更となったコースは18.5キロとなり、ト
ラックの中長距離選手の出場機会を増やすために短縮された。
コースの特徴は、最初は平坦なコースであるが、1.4キロの大磯
駅前歩道橋を過ぎたあたりから細かなアップダウンが11.8キロ
の国府津駅あたりまで続くため、スピードを上げペースをつかむ
ことが非常に難しい。15.1キロの酒匂橋からのラストスパートが
勝負のポイントとなる。また、この区間は中間点の二宮駅付近で
は晴れると気温が上昇するものの、ラストの小田原本町を右に
曲がると箱根の山からの冷たい吹き下ろしの風が選手の体温を
奪うことになるため、当日の天候も勝敗には重要な要素となる。
山登りの５区に勝負を託すために重要な区間であることは言うま
でもない。

7区／変更前の旧第4区の裏返しと
なる区間で、10区間でもっとも走り
やすいと言われている。各校とも復
路の仕切り直しをねらい走力のある
選手をエントリーしてくる。しかしな
がら、気温差が激しく、難しさを持つ
区間でもある。
コースの特徴は、全般的に平坦なコ
ースであるが、9キロ過ぎから細かな
アップダウンが始まり選手にペース
をつかませない。最大の敵は温度差
であろう。スタート直後は山から吹き
下ろしてくる冷気でかなり冷え込む
が山から海に出るころに太陽の上昇
とともに気温も上昇するためペース
配分が重要になってくる。

8区／いよいよレースも終盤の争いになる。優勝争いもさることながらシード権争いも
熾烈になる区間である。この区間は当日のエントリー変更が多く、各チームとも往路の
結果による戦略の変更を強いられてくる。
コースの特徴は、3区の裏返しで前半は平坦で走りやすい。浜須賀交差点で海岸線とは
別れを告げ、藤沢を過ぎラスト5キロ付近に待ち受ける遊行寺の上り坂が最大の難所に
なる。後頭部への強い日射しと遊行寺の上り坂で脱水症状を起こしやすいため、ペース
配分に気をつけなければブレーキにもつながるタフなコースとなっている。

9区／2区の裏返し区間であり、往路同様に復路のエース区間である。各校とも準エースをエントリ
ーさせてくることが多い。
コースの特徴は、中継所から急な下り坂になるためオーバーペースになる選手も多く見られるが、
アップダウンの厳しいコースであるため後半での失速につながりかねない。
5キロ過ぎの権太坂を上りきると、その後は一気に下り坂となり高低差40メートルを駆け下りる。
11キロの保土ヶ谷駅前を過ぎると、あとは平坦なコースとなる。
優勝・シード権争いにとって、もっとも重要な区間となる。

10区／第75回大会から日本橋を経由するコースに変更となり、日本橋界隈
では大観衆からの声援を受けてゴールを目指すことになる。応援リーダー部
や吹奏楽研究会の応援にも力が入る。泣いても笑っても明暗の分かれるラス
トの区間である。
コースの特徴は、1区と同様に六郷橋と新八ツ山橋にアップダウンがある以
外は平坦なコースとなる。アンカーとして追うプレッシャー、追われるプレッシ
ャーに加え沿道での声援も大きくなるため選手にかかる重圧は計り知れない
ものがある。加えてビル風や気温の上昇などコンディションづくりも複雑に
なってくる。

2 区

8 区

1 区

4 区

3 区

9 区
10 区5 区

7 区

6 区
芦ノ湖畔 箱根駅伝記念碑と
ブロンズ像

第91回大会 10区 大門友也選手

第91回大会 7区 高松峻平選手から8区 町井宏行選手
へのタスキリレー

第91回大会 6区スタート 渡部良太選手

芦ノ湖芦ノ湖

※予定時刻は参考です。（気象状況等により変動致します。）
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狩場町
応援ポイント

藤沢警察
応援ポイント

遊行寺坂上
応援ポイント

浜須賀橋
応援ポイント

二宮町押切坂
応援ポイント

小田原・旧小伊勢屋付近
応援ポイント

鈴廣手前
応援ポイント

箱根新道分岐
応援ポイント

早川
応援ポイント

箱根小涌園
応援ポイント

芦ノ湖
学連指定
応援ポイント
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第91回大会 5区 ダニエル・ムイバ・キトニー選手 第91回大会 1区スタート 荻野眞乃介選手

第91回大会 4区 高野千尋選手

谷戸信号
応援ポイント

第91回大会 2区 石川颯真選手

第91回大会以前の最高記録 ※コース変更により参考記録
● 総合記録 10時間51分36秒：東洋大学 第88回（2012年） 217.9ｋｍ
● 往路記録   5時間24分45秒：東洋大学 第88回（2012年） 108.0km
● 復路記録   5時間25分38秒：東洋大学 第90回（2014年） 109.9km

現コースの最高記録
● 総合記録 10時間49分27秒：青山学院大学 第91回（2015年） 217.1ｋｍ
● 往路記録   5時間23分58秒：青山学院大学 第91回（2015年） 107.5km
● 復路記録   5時間25分29秒：青山学院大学 第91回（2015年） 109.6km

箱根駅伝は沿道で応援して頂く皆様に育てられて参りました。

第92回箱根駅伝日大応援マナー
我が校は優勝すること12回、出場回数86回の名門校です。ここに制定した
日本大学校友会箱根駅伝応援ルールを正しく理解し、正月2日・3日の大会に
於いてマナーを守り、指導的立場で応援に参加される事をお願い致します。

下記の禁止事項に違反した場合は、大会出場の停止、シード権の剥奪をはじ
めとする相応の罰則が与えられることもありますので、充分にご注意下さい。

これからも、末永く愛される箱根駅伝でありたいと思っており、
是非とも応援マナーにご協力をお願いします。

①脚立を使っての
応援は危険です
ので禁止です。

④自動車、自動２輪車、自
転車等の車両による応
援は危険であり、交通
渋滞を招きます。

⑤道路上での応援は危険
です。必ず歩道から応
援して下さい。

⑥混雑緩和と応援者の場
所取りなどによる混乱
を避ける為、スタート地
点、フィニッシュ地点、
中継所の前後100ｍ以
内では出場校を示す物
は掲出出来ません。

②ガードレールや
橋など、沿道公
共物へのくくり
つけは、道路交
通法違反です。

③選手は歩道ギリ
ギリを走ってき
ますので、歩道
から手や身体を
乗り出しての応
援は危険です。

学
大
本
日

日本大学

日本大学 日本大学


